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食物アレルギーって、どんな病気？

①食物アレルギーってなに？

②どんな症状がでるの？

③治療の基本は？

出典：環境再生保全機構 ERCA(エルカ)

「食物アレルギーを正しく知ろう」を加工して作成

https://www.erca.go.jp/yobou/pamphlet/form/00/pdf/archives_28216.pdf



①食物アレルギーってなに？

◆体を守るはずの免疫反応が食物に対して

過敏に働いてしまうこと

○体を守るはずの反応
：免疫反応

ウイルスや細菌などの異物
が侵入してきたときに、攻撃・
排除する働き

食物など、本来は体に害を与えない物質も異物
と判断し、免疫反応が過敏に働く

その結果、じんま疹やかゆみ、咳などが

引き起こされる

http://www.fumira.jp/cut/medical/file45.htm
http://www.fumira.jp/cut/medical/file45.htm


食物アレルギーの主要アレルゲン

【3大アレルゲン】

1．鶏卵

２．牛乳

３．小麦



食物アレルギーの診断基準



食後2時間以内に下記のような症状がでてくること(即時型)が一般的

②どんな症状がでるの？



即時型食物アレルギー症状の出現頻度

 最も頻度が高い症状は皮膚症状

 重症のショック症状も10.9％存在する



成長による耐性獲得

耐性獲得(アウトグロー)：

乳児から幼児早期の即時型食物アレルギーの場合、成長とと
もに症状が出なくなり、原因食物を摂れるようになる

※アレルゲンによって耐性獲得しやすいものとしにくいものがある

一般的には、

鶏卵・牛乳・小麦・大豆：耐性獲得しやすい

(食べられるようになりやすい)

ピーナッツ・ナッツ類

・甲殻類・魚類・果物 ：耐性獲得しにくい

(食べられるようになりにくい)



【必要最小限の除去とは】

①症状が出る食物だけを除去する。
“念のため”“心配だから”といって、必要以上に除去する食物
を増やさない

②原因食物でも、 “食べられる範囲”までは食べる。
医師に相談のうえ、食べられる範囲を正しく決めよう！

治療の基本：原因食物を除去する食事療法
「正しい診断に基づいた必要最小限の食物の除去」

が原則

③治療の基本は？



アレルギー表示について





原因食物別の対応法






